




































理（Research Data Management : RDM）における支援サービス（以下 RDMサービ









                                                   
1 https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/1373844  (最終アクセス:2019/7/31) 
2 http://www.kyoto-u.ac.jp/window/  (最終アクセス:2019/7/31) 
3 https://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092  (最終アクセス:2019/7/31) 
4 RDMサービスの定義については、以下参照：「研究データ管理サービスの設計と実践_第 1
章：序論」http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/ (最終アクセス:2019/7/31) 














2 1月22日 Technical University of Munich 




Christian Pauls (Assistant to the Head of Department Acquisitions & 
Cataloguing) 
Franziska Stöckle (Team Leader Journals & Electronic Media) 
Ursula Eisold (e-Research Support) 
Wolfgang Boiger (Deputy Head of Department System Analysis & 
Implementation) 
Martin Grummann (mediaTUM-Support) 
Reiner Kallenborn (University Librarian) 




Markus Brantl (Head of Munich Digitization Center/Digital Library) 
Ralf Eichinger (Software Architect) 
Johannes Baiter (Software Developer) 
4 1月24日 移動 





Martin Liebetruth (Göttingen Digitisation Centre) 
Zeki Mustafa Doğan (Deputy Head of Digital Library) 
Birgit Schmidt (Project Coordinator Electronic Publishing) 
Claudia Engelhardt (e-Research Alliance) 
Péter Király (e-Research Alliance) 
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6 1月 26日 移動 
7 1月 27日 予備日 
8 1月28日 Leibniz University Hannover 





Janna Neumann (Technische Informationsbibliothek – Fachreferentin 
für Chemie Forschungsdatenmanagement) 
Frauke Ziedorn (Technische Informationsbibliothek – Bereich 
Publikationsdienste)  
Anneke Meyer (The research data support team / leader) 
Javad Chamanara (Post-Doc in the Joint Lab of the TIB and the 
Research Center L3S) 
9 1月 29日 移動 
10 1月 30日 Delft University of Technology 




Alastair Dunning (Head Research Data Services） 
Marta Teperek (Data Stewardship Coordinator) 





Laurents Sesink (Head, Centre for Digital Scholarship) 
Ben Companjen (Digital Scholarship Librarian) 
Peter Verhaar (Digital Scholarship Librarian) 
Michelle van den Berk (Digital Scholarship Librarian) 
Kristina Hettne (Digital Scholarship Librarian) 
Saskia van Bergen (Senior Project Manager Leiden University 
Libraries) 
12 2月 1日 現地出発 










2.1. The Technical University of Munich：ミュンヘン工科大学（TUM） 
 
TUMは 1868年に創立された欧州でもトップの大学の一つである。2019年 7月現在、学
生数は 41,375人、教員数は 566人、15の学科と 173学位プログラムがある 6。今回の訪問
では TUM のオープンアクセスチームの Christian Pauls 氏、Franziska Stöckle 氏、e-
Research サポートチームの Ursula Eisold 氏、研究データリポジトリ開発チームの
Wolfgang Boiger 氏、Martin Grummann氏にインタビューを行った。また、ミュンヘン
工科大学図書館のトップである Reiner Kallenborn氏からお話を伺うことができた。 
 
2.1.1. TUM Research Service Centre 





















                                                   
6 https://www.tum.de/en/about-tum/our-university/facts-and-figures/  (最終アクセ
ス:2019/7/31) 
7 https://www.ub.tum.de/en/research-data-management  (最終アクセス:2019/7/31) 












あることが開発当初から要望されていた。現在はチームリーダーと 5 人の開発者と 2 人の











イズが 500 メガバイト以下で階層がなければデータはメタデータと共に mediaTUM に保













                                                   












関であり、TUM がそれに次いでいる。多くのドイツの機関が同様に多くの金額を APC の
ために費やしているが、全ての資金を独自でまかなえている機関はほとんどない。過去にあ
った学術雑誌の高騰のような APC の高騰が将来的に起こらないように、DFG は一つの記
事につき 2,000EUR 以上求める出版社への投稿のためには資金提供しないと定めている。
現在のところ、ドイツでは APC を比較的低く抑えることができているとのことである 12。
更に、TUM では多くの出版社と取り決めを結び、預かり金を渡すことで APC をより低く
抑えるように努めている。 




2.2. The University of Göttingen：ゲッティンゲン大学 
 
ゲッティンゲン大学は、学生数は約 31,000 人 13、研究者数は約 4,700人 14、1737 年に
創立されたドイツでも有数の歴史ある大学である。ゲッティンゲン州立 /大学図書館
（Göttingen State and University Library：SUB）15の歴史は大学よりも更に古く、1734
年に設立されたヨーロッパで最初の包括的な学術図書館である 16。今回の訪問では、e-
Research Allianceの Claudia Engelhardt氏と Péter Király氏に主にインタビューを行っ
た。また、Electronic Publishingのプロジェクトコーディネーターである Birgit Schmidt
氏にもお話を伺うことができた。 
 
                                                   
10 http://www.ub.tum.de/files/organigramm.pdf   (最終アクセス:2019/7/31) 
11 https://www.dfg.de/en/index.jsp   (最終アクセス:2019/7/31) 
12 https://www.ub.tum.de/en/publishing-fund   (最終アクセス:2019/7/31) 
13 https://www.uni-goettingen.de/en/24653.html  (最終アクセス:2019/7/31) 
14 https://www.uni-goettingen.de/en/24656.html  (最終アクセス:2019/7/31) 
15 https://www.sub.uni-goettingen.de/en/  (最終アクセス:2019/7/31) 
16 https://www.uni-goettingen.de/en/short+profile/53162.html  (最終アクセス:2019/7/31) 
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2.2.1. e-Research Allianceの概要 
 RDMサービスを担当している e-Research Alliance17は、2014年に設立された。ゲッテ
ィンゲン大学およびマックス・プランク研究所のコンピューティングセンターである
Gesellschaft für wissenschaftliche Datenverarbeitung mbH Göttingen (GWDG)18と SUB




織となった。ドイツの主な研究費助成機関である DFG が、2013 年に研究公正に関する提























                                                   
17 http://www.eresearch.uni-goettingen.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
18 https://www.gwdg.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
19  
https://www.dfg.de/en/research_funding/principles_dfg_funding/good_scientific_practice





より異なるが、RDM についての一般的な知識や、ゲッティンゲン大学での RDM の実践、
著作権の問題などが含まれる。キャンパス内でどのようなツールが使えるのかといった実
践的な内容が最も求められている。 


























                                                   
20 https://pad.gwdg.de/s/OpenScienceGOE (最終アクセス:2019/7/31) 
21 https://hackyhour.github.io/Goettingen/  (最終アクセス:2019/7/31) 
22 http://www.eresearch.uni-goettingen.de/content/grace  (最終アクセス:2019/7/31) 
23 https://www.uni-
goettingen.de/en/28.+august+2014%3a+research+data+policy+of+the+georg-










協力している。また、いくつかの学部では RDMや RDMの一部である ITに関わる小規模








を提供する DARIAH(Digital Research Infrastructure for the Arts and Humanities)は、
欧州に 17あり、DARIAH-EU25がそれらを束ねているが、ゲッティンゲン大学は、DARIAH-
DE26のリーダーであり、DARIAH-EUの活動にも深く関わっている。 








2.2.7. Göttingen Research Online Data Repository 
 ゲッティンゲン大学のデータリポジトリである Göttingen Research Online Data 
Repository29は、2019 年現在まだ開発途中である。ハーバード大学を中心に開発されてい
                                                   
24 ESFR: European Strategy Forum on Research Infrastructures (研究インフラ欧州戦略フ
ォーラム) https://www.esfri.eu/  (最終アクセス:2019/7/31) 
25 https://www.dariah.eu/  (最終アクセス:2019/7/31) 
26 https://de.dariah.eu/en/  (最終アクセス:2019/7/31) 
27 http://humanities-data-centre.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
28 https://www.gcdh.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 























公開されている。この分野の専門知識のためには非常によいソースであるとのことである。   






いと考えていると述べられていた。ドイツでは、近年、RDMが library study trainingの
カリキュラムの一部になり始めているが、まだオプション的な小さいパートに過ぎず、必須
科目ではない。最近、ポツダム専門大学とフンボルト大学ベルリンが”digital data 
                                                   
30 https://dataverse.org/  (最終アクセス:2019/7/31) 
31 https://rdmorganiser.github.io/en/  (最終アクセス:2019/7/31) 
32 https://textgridrep.org/en/  (最終アクセス:2019/7/31) 
33 https://librarycarpentry.org/  (最終アクセス:2019/7/31) 
34 https://carpentries.org/  (最終アクセス:2019/7/31) 
35 https://datacarpentry.org/  (最終アクセス:2019/7/31) 














2.3. Gottfried Wilhelm Leibniz Universität Hannover：ハノーファー大学（LUH） 
 
LUHは 1831年に創立されたドイツの国立大学である。現在の学生数は 29,781人、研究
者数は約 3,100 人で、9 つの学部と 87 の学位プログラムがある 38。LUH の図書館である
Leibniz Information Centre for Science and Technology and University Library（TIB）
はドイツの国立科学技術図書館としての役割も担っており、国立図書館としては建築、化学、
情報学、数学、物理学などの分野で国内外の研究者に、大学図書館としては LUHの全ての
所属者にサービスを提供している 39。今回の訪問では、TIBと LUHの RDMサービスチー
ムの方々に、主に大学図書館としての活動を中心にインタビューを行った。 
 
2.3.1. RDMサービスチーム 40 
LUHでは、LUHの IT部門（LUIS）41と TIBが協働して RDMサービスを行っている。







                                                   
37 https://www.fh-
potsdam.de/studieren/bewerbenstudienbewerbung/masterstudiengaenge/digitales-
datenmanagment/  (最終アクセス:2019/7/31) 
38 https://www.uni-hannover.de/en/universitaet/profil/zahlen/stichworte/  (最終アクセ
ス:2019/7/31) 
39 https://www.tib.eu/en/tib/profile/  (最終アクセス:2019/7/31) 
40 https://www.fdm.uni-hannover.de/en/team/  (最終アクセス:2019/7/31) 





























テムは FIZ Karlsruhe、サポートサービスは TIBが提供している。ドイツ国外の機関でも
利用できるが、主にドイツの研究機関をサービス対象としている。RADARにアップロード
されたデータは、ドイツ国内 3か所にコピーが保存される。 





                                                   
42 https://www.fdm.uni-hannover.de/en/veranstaltungen/  (最終アクセス:2019/7/31) 





量につき 7.5ユーロで 25年のデータ保存と公開が保証される。 
 





















2.3.4. Guidelines for handling research data at LUH47 
LUH における RDM のためのガイドラインは 2017 年に公開された。DFG の
“Safeguarding Good Scientific Practice48” (2013)や“DFG Guidelines on the Handling 
of Research Data49”(2015)等の内容に基づき、助成団体が求める必要条件を満たすため、
                                                   
44 https://data.uni-hannover.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
45 https://ckan.org/about/association/  (最終アクセス:2019/7/31) 
46 https://www.repo.uni-hannover.de/?locale-attribute=en  (最終アクセス:2019/7/31) 
47 https://www.uni-hannover.de/en/universitaet/profil/objectives-policies/guidelines-for-
handling-research-data-at-leibniz-universitaet-hannover/  (最終アクセス:2019/7/31) 
48 注 19参照 
49 
https://www.dfg.de/download/pdf/foerderung/antragstellung/forschungsdaten/guidelines




LUHの Research Office、Computer Centerによる共同プロジェクトである“Conceptual 



















も作成されるが、ミーティングの方がより重要とされている。また、英国の Digital Curation 
Centerが公開した“Research Infrastructure Self-Evaluation Framework”（RISE）50を使
用して 2018年に自己評価を実施し、レポートを発表している 51。 
 
2.4. Delft University of Technology：デルフト工科大学（TU Delft） 
 
TU Delftは 1842年に設立されたオランダの国立大学である。2017年現在の学生数は約
23,000人で、8つの学部がある 52。TU Delftは 4TU.Centre for Research Dataという RDM
支援組織をオランダ国内の他 3 つの工科大学と共同で運営している 53。今回の訪問では、
4TU.Centreのトップと TU Delftの研究データ部門のトップを兼任する Alastair Dunning
氏及び後述する TU delftの RDMサービスの一つである“Data Stewardship”のコーディ
                                                   
50 http://www.dcc.ac.uk/resources/how-guides/RISE  (最終アクセス:2019/7/31) 
51 https://doi.org/10.15488/4205  (最終アクセス:2019/7/31) 
52 https://www.tudelft.nl/en/about-tu-delft/facts-and-figures/education/student-
population/  (最終アクセス:2019/7/31) 
53 https://www.4tu.nl/datacentrum/en/  (最終アクセス:2019/7/31) 
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ネーターであるMarta Teperek氏に、同大学の RDMサービスの現況と 4TU.Centreにつ
いてインタビューを行った。 
 
2.4.1. Data Stewardship 
TUDelftでは 2017年から Data Stewardshipという制度を導入している 54。Dunning氏
によると、TUDelftの RDMサービスには技術的基盤、研究データポリシ （ーフレームワー
クポリシーと呼ばれる一般的なポリシー）、そして culturalな側面であるData Stewardship
と呼ばれるサービスの 3 つのエリアがあり、その中でも Data Stewardship が最も大きな
パートを占めているとのことである。 
8つの学部それぞれに、各分野と関係のある研究バックグラウンドを持ち、RDMに関す
るトレーニングを受けた Data Stewardsと呼ばれるスタッフが 1名ずつ配置され、図書館
との橋渡し役を担っている。異なる分野の研究者にはそれぞれの分野に基づいた文化や研
究の方法論そして RDM の実践方法があるため、Data Stewards はそれらを理解したうえ










2.4.2. Data Stewardsのスタッフトレーニング 
Data Stewards として採用されるスタッフは、オープンサイエンスや RDM に興味はあ
るが、必ずしも公的なオープンサイエンスや RDM のトレーニングを受けた経験があるわ
けではない。採用後、適切なトレーニングを受けられるようにコーディネーターである





                                                   
54 https://www.tudelft.nl/en/library/current-topics/research-data-
management/research-data-management/data-stewardship/  (最終アクセス:2019/7/31) 
55 https://openworking.wordpress.com/2017/03/03/keeping-the-wheels-turning-tu-delft/  
(最終アクセス:2019/7/31) 













の 3 つの Technical Universities（TU Delft、Eindhoven University of Technology、
University of Twente）が協力して約 10年前に 3TU.Federationと呼ばれる RDM支援組
織を設立した。後にUniversity of Wageningenが加わり、現在は 4TU.Centreとして 4大
学が共に資金を出し、サービスを共有している 58。2008年に研究データを保存し恒久的に












ジを提供する Data Archiving and Networked Services（以下 DANS）が存在する 60。
4TU.Centreは DANSと協力関係を結んでおり、DANSは主に人文系と社会科学系の統計
データに、4TU.Centreは工学系の分野のデータに焦点を当てている。DANSはオランダの
芸術科学アカデミーである KNAW（The Royal Netherlands Academy of Arts and Sciences）
と助成機関である NWO(Dutch Research Council)により運営されているが、4TU.Centre
は大学によって運営されている。今回のインタビューで Dunning氏は、研究データのバッ
                                                   
57 https://www.openscience.nl/en  (最終アクセス:2019/7/31) 
58 https://www.4tu.nl/en/about_4tu/results-cooperation/  (最終アクセス:2019/7/31) 
59 https://data.4tu.nl/account/login/?next=/upload/  (最終アクセス:2019/7/31) 








2.4.4. TU Delft Research Data Framework Policy 






















2.5. Leiden University：ライデン大学 
 
 ライデン大学は 1575年に設立されたオランダで最初の大学である。6,700人以上のスタ
ッフと約 29,500人の学生が所属しており 63、7つの学部がある。 
                                                   
61 https://d1rkab7tlqy5f1.cloudfront.net/Library/Themaportalen/RDM/researchdata-
framework-policy.pdf  (最終アクセス:2019/7/31) 
62 https://openworking.wordpress.com/2018/02/07/do-as-you-preach-results-of-2017-
data-management-survey-now-published/  (最終アクセス:2019/7/31) 
63 https://www.universiteitleiden.nl/en/about-us/facts-and-figures (最終アクセス:2019/8/2) 
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今回は、Center for digital scholarship64（以下 CDS）のトップである Laurents Sesink氏、












オープンアクセス論文の公開において経験もあった。大学は、2015-2020 の 5 年間の





ントが 2.4FTE、オープンアクセスが 1.6FTE、デジタルデータの利用が 1.5FTE、著作権の
専門家が 1.5FTE、研究環境の構築に 1.6FTEとなっている。 
 








                                                   
64 https://www.library.universiteitleiden.nl/research-and-publishing/centre-for-digital-
scholarship  (最終アクセス:2019/7/31) 





















2.5.3. CDSにおける RDM支援 




















                                                   





















 オランダには RDM に関する国レベルのトレーニングプログラムがあるので、新しいス
タッフが来たら、そのコースを受けることができる 68。オランダには他にもデータマネジメ













て、IIIF コンソーシアムの主要メンバーの一つでもある。今回は、Munich Digitization 
                                                   
68 注 56参照 
69 https://www.bsb-muenchen.de/en/about-us/portrait/ (最終アクセス:2019/8/2) 
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Center/Digital Library70(以下MDZ)のトップであるMarkus Brantl氏、MDZの Software 




BSBのデジタル部門である MDZは 1997年に DFGの助成により設立され、2003年に
BSBの一部門となった。2007年からは所蔵資料のデジタル化において Google社との協力
を開始し、デジタル化資料が飛躍的に増えている。Google社は 17世紀から 19世紀の近代
資料のデジタル化を担当し、MDZ は自前のスキャニングセンターで 17 世紀以前の貴重資
料のデジタル化を担当するという役割分担がなされている。BSB は Google がデジタル化
したデジタルマスターデータを Googleから入手し、自館サイトで提供している。 
 MDZは、著作権フリーの資料全てのデジタル化を目指している。質の高いデジタル画像
を作成することで、いわゆる cross media publishingと呼ばれるような多様な方法で再利
用することを可能にしている。 
 
3.1.2. MDZの IIIFへの取り組み 















                                                   
70 https://www.digitale-sammlungen.de/index.html?c=startseite&l=en  (最終アクセ
ス:2019/7/31) 
71 https://github.com/dbmdz  (最終アクセス:2019/7/31) 
72 https://iiif.digitale-sammlungen.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
























3.2. The University of Göttingen：ゲッティンゲン大学 
 
ゲッティンゲン州立/大学図書館（SUB）のデジタルアーカイブについては、Göttingen 
Digitisation Centre79(以下 GDZ)のMartin Liebetruth氏、Digital Library部門の副部門
長である Zeki Mustafa Doğan氏にお話を伺えた。 
 
 
                                                   
74 各資料に関する情報が記載されている JSON形式のファイル。 
75 https://fromthepage.ace.fordham.edu/collection/show?collection_id=1  (最終アクセ
ス:2019/7/31) 
https://fromthepage.ace.fordham.edu/benwbrum/french-of-outremer/bsb-cod--gall--51-
livre-au-roi  (最終アクセス:2019/7/31) 
76 https://www.tbrc.org  (最終アクセス:2019/7/31) 
77 https://einbaende.digitale-sammlungen.de/Prachteinbaende/Hauptseite  (最終アクセ
ス:2019/7/31) 
78 http://ocr-d.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
79 https://www.sub.uni-goettingen.de/en/copying-digitising/goettingen-digitisation-




 SUBのデジタル化部門である GDZは、前章のMDZと同じく DFGの助成により、1997
年にMDZと同時に設立された。ゲッティンゲン大学は、歴史的に数学分野や 17・18世紀
刊行の貴重な資料を多数所蔵しており、多くの資料をデジタル化して公開している。ドイツ
語で書かれた 17 世紀刊行資料の総合目録である VD1780のデジタル化プロジェクトや、同
じく 18 世紀刊行資料総合目録である VD1881のデジタル化、グーテンベルク聖書のデジタ
ル化 82など、様々なデジタル化プロジェクトにおいて中心的な役割を果たしてきた。 
 
3.2.2. GDZの IIIF対応 




















                                                   
80 http://www.vd17.de/en/home  (最終アクセス:2019/7/31) 
81 http://www.vd18.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
82 http://www.gutenbergdigital.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
83 https://gdz.sub.uni-goettingen.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
84 http://www.loc.gov/standards/mets/  (最終アクセス:2019/7/31) 
85 http://heyne-digital.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
86 http://leibniz-briefportal.adw-goe.de/  (最終アクセス:2019/7/31) 
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3.3. Leiden University：ライデン大学 
 
ライデン大学のデジタルアーカイブについては、Center for digital scholarship（CDS）
のトップである Laurents Sesink氏、同じく CDSの Ben Companjen氏、Peter Verhaar
氏、ライデン大学図書館のプロジェクトリーダーSaskia van Bergen氏にお話を伺えた。 
 
3.3.1. ライデン大学デジタルコレクションの概要 
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 データリポジトリについては、国レベルの RADAR や 4TU.Centre は日本にはなく興味
深い。自機関独自のデータリポジトリについては立ち上げて間もない、もしくは構築中、と
いう大学もあり、日本にほんの少し先行しているのみ、という印象を受けた。今後、本学の
データリポジトリ立ち上げの上で、各機関の実践は大いに参考にすべきである。 
 
4.1.5. その他 
 複数の機関で RDMに関する研究者の意識、行動調査を継続的に行っていた。サービスの
構築、充実により研究者の意識、行動がどのように変化し、それが研究データの保存、活用
にどのような影響を与えていくか、将来的なデータ収集のために、早期に調査を開始する重
要性を感じた。 
 また、担当者のスキルとして、コミュニケーション能力を上げていた機関が複数あったの
も印象的だった。関係部署や研究者との繋がりを積極的に作ることのできる、高いコミュニ
ケーション能力が求められている。 
 
4.2. デジタルアーカイブの活用 
 デジタルコレクションはただあるだけでは不十分で、どのように使えるのかを研究者に
見せないといけない、という Leiden大学での話が非常に印象に残った。SUBでも Leiden
でも、デジタルコレクションを用いて研究者と協力し、多くのプロジェクトを運営している。
こういったプロジェクトは、既存のコレクションに研究者が興味を持ち開始する場合もあ
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れば、図書館のデジタルコレクションチームによるサービスの存在を知った研究者が、共同
プロジェクトに興味を持って開始する場合もある。それらのプロジェクトには、IIIF の特
徴である、異なる場所の画像を共有できる機能や注釈を付与できる機能などが活用されて
いた。本学においても、富士川文庫デジタル連携プロジェクトなどのような実践例を今後も
積み重ね、そこからさらに研究者のニーズを掘り起こす積極的な働きかけが必要である。図
書館における様々なサービス提供のマーケティングが今後重要となる。 
デジタルヒューマニティーズの実践として、デジタル画像に OCRをかけたテキストデー
タの作成と活用についても積極的に取り組んでいるようであった。日本ではくずし字の問
題があって欧州よりも困難と思われるが、大規模なデジタル化資料と人文学系の学部・研究
所を持つ大学として、デジタル日本語資料のテキスト化の取り組みにも、今後積極的にかか
わっていく必要があるのではないだろうか。 
今後さらに大規模に本学がデジタル化を進めていくにあたっては、BSB の大規模デジタ
ル化ワークフローの構築は参考になる。また、各機関とも、自機関でソフトウェア開発者を
雇用し、必要なシステム開発に取り組み、成果をコミュニティに還元していた。本学も含め、
日本の大学ではシステム開発は外部業者に委託することが一般的だが、IIIF の機能をより
活用して本学のデジタルアーカイブの価値を高め、デジタルヒューマニティーズに寄与す
るためには、学内での必要な人材の雇用もしくは育成も考慮に値する課題であると感じた。 
 
5. おわりに 
今回、各機関の担当者と直接面識を得ることができたことも大変大きな収穫だった。各機
関の経験と実践は、本学が現在直面している、もしくは今後直面する多くの課題へ多大な示
唆をもたらしてくれた。今後は今回得た知見とつながりを生かして、京都大学におけるオー
プンサイエンスの発展に貢献していきたい。 
末筆ながら、この度は若手人材海外派遣事業ジョン万プログラムにより、大変貴重な経験
を積むことができた。各関係者の方々に多大なご支援を賜ったことに深謝の意を表する。 
